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江田島市快速フ ェ リ
ー 「ドリ

ー
厶の うみ」就航

1．は じめに

　2004 年 11月 1日、1日佐伯郡能美町、

同沖見町、同大 柿町と 1日安芸 郡江 田島町

の 4 町が合併 して 、新た に江 田島市 （え

たじま し）と して ス ター
トした。

　同市 は緑と海 に囲ま れた 美 しい 島で あ

り、牡 蠣 の 養殖 や海 上 目衛 隊 第一術 科学

校 （旧海軍兵学校）の 所在地と して も有

名で あ る。同市企 業局で は 3隻の 高速船

と 3隻の フ ェ リーを 所有 して 、能美 （中

町
・
高田）

〜
広島 （宇品〉間にお ける交

通船事業 を行っ て い る が、フ エ リー 「ビ

ュ
ー

テ ィ の うみ 」の 老 朽化 に 伴い 、離島

の足 の確保と島の 振興を図るため新快速

フ ェ リー
「ドリーム の うみ」を 建造 して

2005 年 2月 ］5 日 に 就航 し た 。当セ ン

ターは本船の 基本設 計と建造 監 理 を実施

した の で 、以下 に本船の 概要 を 紹介す る。

2 ．基本 コ ンセ プ ト

○ 　漁 業者 に配 慮 した 曳き波 の 軽減

○ 　狭 隘水 域 で の旋 回性 能 の向 上

○　合 理化
・省力 化

O 　交 通弱 者に優 しい船

○ 　快 適居 住 空間の 提供

○ 　当該航路 に相 応 しい外観 美

3 ，船舶の概要

（1）工 　程

　起　 　工

　進　　水

　竣　　工

　就　　航

（2 ）主 要 目

　船　　質

　全 　 　長

　垂線間長

　　 幅

　深 　　 さ

　満載喫水

　総 トン 数

　航行 区 域

　航海速力

　最大 搭載人員

　　旅 　客

　　船　員

平 成 ］6年 6月 18 日

平成 16年 1］月25 日

平成 17年　］月31 日

平成 17年 2月 ］5日

鋼

5937m42

．00m1100m

　370m

　260m397

　 トン

平水 区域

］45 ノ ッ ト

303 名

300 名

　 3 名

（3）船体 部 主要 機器

　操舵 装 置 （電 動油圧 式）

　舵 （フ ラ ッ プラ ダー）

　揚 錨係 船機 （電動 油 圧式 ）

　キ ャ プス タ ン （電動油圧 式）

　 ラン プ ドアー （船 首 尾 ）

　油圧 ボン プユ ニ ッ ト （船首尾 ）

　空気調 和装置

　空気 清 浄機

　汚物処理装置 （150 リ ッ トル ）

　バ リアフ リ
ー

設備

　救 命 ・消 防設 備
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（4）機関部主要機器

　操舵 室操縦盤 （船 首尾 ）

　機 関室 警報 盤

　甲板機械操作盤

　主機関　中速デ ィ
ーゼル機関

　　連続最大 出力 1β 24kW ／ 基

　発電用機関

　　定格出力 ］60kW ／基

　5翼固 定 ピ ッ チ プロ ペ ラ

　バ ウス ラ ス ター
（196kN ）

　バ ウス ラ ス ター
駆動用機関

　主空 気圧 縮機

　非常用空気圧縮機

　主空 気槽

　　主 機 関始動用 （3002 ）

　　補機関始動用 （452 ）

　油水 分 離器

　潤滑 油 清浄 機 （400C ／h）
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　機動通 風装置

　ポ ン プ 類

（5） 電気 部主 要機 器

1）電源装置
・
配電装 置

　主 発電 機 144kW （180kVA ）　 2台

　変 圧器 　 　10kVA 　 　 　 　 　 　 3台

　蓄 電池　　　200Ah ／120 　Ah 　　2／1群

　充 電器 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2台

陸 電受 電箱 225V ／］00V

2）航海灯 ・照明装置

航 海灯 類

探 照灯 　 lkW

投 光器

ボートデ ッ キ ラ イ ト

3）航海計器 ・通 悟装置等

磁 気 コ ン パ ス

レ
ー

ダ
ー

船首方位伝達装置 （THD ）

運 航情 報 モ ニ ター

真風 向風 速計

船内指令装置

エ ン ジ ン テ レ グラ フ

電 子 ホ
ー

ン

船内電話装置

国 際VHF 無線電話 装置
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ワ イヤ レス送 受 信装置

火 災警 報 装置

退 胎警報装置

監 視力メ ラ装置

ワイパ ー （船 首 尾）

4 ．特徴

（1）曳ぎ 波対策
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　広島は全 国 有数 の 牡蠣の 生産地 で あ

り、能美島
・江 田 島付近に も多くの 牡蠣

養殖筏が設置 さ れ て い る。基 本設計で は

筏作業に従事する漁民 の 安全確保の 観点

から、曳き波の 少ない 船型が求められて

き た 。本船 は 長 崎総合科学大 学の 水槽で

模型試験を実施した。その結果、船尾 船

底部 に突起物を装着 して 現有船 に比べ て

曳 き 波の 少な い 船舶 を提供す る こ と が で

き、関係者から高い評 価を得て いる 。

（2 ）旋 回性 能 の 向上

　本船の車両乗降は宇品及び高田桟橋 に

限定 さ れ て いる。こ の た め 高 田桟 橋だ け

は船 尾 着 桟 で ある。特に 高 田 桟 橋の 場 合、

付近 に牡蠣養殖筏が点在す る狭隘な水域

で の 回頭操船 と強風下で の 船位保持が必

要 で あ り、優れ た旋回性能が求 め られた。

本船 は単頭船で あ る が、船首
・
船尾両 側

に操縦盤 を配置 し、バ ウス ラ ス ター
及 び

フ ラ ッ プ ラ ダー
の 採用 に よ り良好な旋 回

性能を確保 した。

（3）合理化
・
省力化

　船 首 尾 の各 ラ ン プ ドア
ー

の 開閉 は、操

舵 室 操作盤 か らの 遠隔操作と機側操作が

可 能 で あ り、船 首 用、船尾 用 いず れ か一
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方の 油 圧 ポン プユ ニ ッ トが故障した場 合

でも、手動 弁 切 換 え に よ り他 の一方 で 使

用 可 能 な よ う油 圧 配管 さ れ て いる。胎 首

尾 に喫水計を装備 して操舵 室に遠隔表示

し、バ ラ ス トタ ン クの 注 排水 によ り最 適

喫水 と トリム の維 持が可 能 で あ る。また、

機関 監視室を設 置 し、機関 部各機器 類の

集 中 監 視 を行 っ て い る。更 に 、全客室に

運航 1青報モ ニ タ
ー

を装備 して本船の運 航

情報提供を行うと共 に、監視力メ ラ の 設

置 に よ り旅客の 安全確保を図 っ て い る 。

（4）交通弱者 に 優 しい 船

　車両甲板右舷側に十分なスペ ー
ス の バ

リア フ リ
ー

客室 を配 置 し、隣接す る バ リ

ア フ リ
ー
便所や音響

・
音声装置を設備 し

て 、交通弱者の 方々で も 満足の い く船旅

がで き る よ う配 慮さ れ て い る 。

（5 ）快適な居住空間

　客室内の 配置は 高齢者の 利用に も十分

配 慮 して 中央 部 に広 い座 席 を 確保 し、テ

レ ビ兼 用 の大 型 運 航情 報 モ ニ ターを装 備

し、くつ ろ げる居 住 空間を 提 供 して いる。

ま た、客室船 首尾 倶1」、バ リア フ リ
ー
客室

及 び喫 煙 室の 窓 は 大 ぎ く し、航 海 中の 旅

客の 視界確 保 を 図 っ てい る。

　本船は 江 田島市の 自然条件 にマ ッ チ し

た デザイ ン と旅客船に 相応 し い 内装及 び

外観を有 し、就航後多くの 利用客から好

評 を得て い る 。

5 ．おわ りに

　本船の 基本設計
・
建造監理を進め るに

あ た り、常に 積極的な ご 支 援と こ 高配 を

賜りま した江 田島市殿 に対し厚 くお礼申

し上 げ ます 。 また、本瓦造船 （株）殿が、

高度な 技 術 と 誠 意を も っ て こ 尽力 頂 い た

ことを付記 します 。
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